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令和6年

　7月

第19号徳山薬剤師会だより徳山薬剤師会だより

派遣期間：令和6年1月17日（水）～21日（日）

活動場所：石川県珠洲市

代々木薬局　山本　晃之

　今回は、石川県薬剤師会・日本薬剤師会からの派遣要請を受け、山口県薬剤師

会からの第一班として令和６年１月17～21日のスキームで、石川県珠洲市での

支援活動を行いました。珠洲市は地震による建物の倒壊と合わせて、沿岸部では

津波による被害もありました。ライフラインは電気が一部通っているものの、上

下水道は完全に機能しておらず、被災者は厳しい環境下での避難生活を余儀なく

されている状況でした。

　当派遣期間の珠洲市での支援活動は大きく分けて次の３つです。

・災害処方箋の調剤

・環境アセスメントを含めた避難所の巡回支援

・新たな避難所開設支援および衛生環境維持のアドバイス

　災害処方箋の調剤は、珠洲市健康増進センター内に設置された臨時調剤所とモバイルファーマシー（災害

時対応医薬品供給車両）にて、限られた備蓄医薬品の中で医師の処方意図にできるだけ添えるよう、薬学的

知識をもとに代替等も行いながら実施しました。避難所の巡回支援では、健康相談や医薬品・衛生材料の供

給と合わせて、二酸化炭素測定器を活用して環境アセスメントを実施しました。新たな避難所開設支援では、

避難者の居住スペース、支援物資の保管庫、本部の位置など、動線も含めたプライバシーに配慮したレイア

ウトと合わせて、環境衛生の維持向上に関するアドバイスを実施しました。

　個人的には、今回で4箇所目の災害支援となりましたが、活動中も状況は刻々と変化しますので、その時そ

の場所で必要な事項の優先度を随時見極めながら、多職種と連携のもと、薬剤師としてできることを臨機応

変に行うことが大事であると改めて痛感しました。

　珠洲市の医療体制は回復しつつありますが、本当の復興には相当な時間がかかると推察します。一日でも

早い復興を心より祈念致します。
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市民講演会等企画委員会　松田泰子

　徳山薬剤師会が主催するイベントの1つである市民講演会が、令和6年3月10日ホテルサン

ルート徳山にて4年ぶりに開催されました。今回は佐波歯科医院院長の佐波義明先生と、徳山

中央病院歯科口腔外科主任部長の村木祐考先生を講師にお招きし、「市民の歯を守る～地域と

病院の歯医者さん～」というテーマでご講演賜り、約100名の市民の皆さんにお越しいただけ

ました。

　前半の佐波先生のご講演では、歯ブラシの選び方・替え時・うがい方法

など今日から実践できる歯磨き習慣を分かりやすくご講演下さりました。

ご講演終了後市民の皆さんからの質問が止まらず、参列者の方々の意識の

高さが伺え、ご講演後10分の休

憩時間に今回講演で学んだことを

実践されていたのか、トイレにて

歯磨きをされている方がいらっしゃいました。これに

はとても驚かされ、佐波先生のご講演の素晴らしさを

実感しました。

　後半の村木先生のご講演では、長年の経験を経て、実際に対応された処

置が難しい親知らずの抜歯症例や、交通外傷によって抜けてしまった歯を

再建することができた症例など、普段聞くことができない歯の治療につい

てご講演してくださいました。ま

た、村木先生が実際に周南市と

行った連携事業として2019年6

月19日に制定された「周南市民を支える歯と口腔に関

する条例」に関してもご講演してくださり、村木先生

の連携・繋がりを意識した行動力のすごさに驚かされ

ました。

　今回を再スタートとし、来年度からも継続的に市民のためになる、地域の医療を繋ぐ講演会

を企画していきたいと思います。この報告をお借りしてご講演を賜りました、佐波義明先生と

村木祐考先生、お手伝い頂きましたボランティアの方に感謝申し上げたいと思います。ありが

とうございました。

2024年3月「市民講演会」

令和４年７月、安倍元総理大臣に対する銃撃
事件。被疑者は「火薬類の材料はインターネット

で購入した」、「農作物の肥料や土を混ぜて黒色
火薬を作った」と供述

令和３年５月、手製爆発物を使用して、車両
を損壊させた事件。火薬は自ら材料を配合し、

パイプ爆発物を製造。現場からは黒色火薬の
成分を検出

令和４年８月、米国大使館前で警戒警備中

の警察官の職務質問により、被疑者が火薬
を所持していることが判明。被疑者は、「ネット
で火薬の作り方を学び、米国大使館に投げ入
れるために来た」と供述

令和４年10月、別事件で被疑者の自宅を捜索

中、自宅内から黒色火薬等を発見した事件。被
疑者は、「火薬を自分で作った」、「通販サイトや
ホームセンターで購入した」と供述

近年の手製の爆発物等使用事件の内容

775 28 10
3 8
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変に行うことが大事であると改めて痛感しました。

　珠洲市の医療体制は回復しつつありますが、本当の復興には相当な時間がかかると推察します。一日でも

早い復興を心より祈念致します。
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